
国
立
国
会
図
書
館
職
員
に
対
す
る
訓
告
等
の
措
置
に
関
す
る

内
規 （

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
十
号
） 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
内
規
は
、
非
違
行
為
を
行
っ
た
国
立
国
会
図
書
館
職
員
（
館
長

を
除
く
。
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
指
導
監
督
上
の
措
置
と
し

て
の
訓
告
等
を
行
う
場
合
及
び
手
続
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
訓
告
等
を
行
う
場
合
） 

第
二
条 

職
員
の
非
違
行
為
に
つ
い
て
、
国
会
職
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
八
十
五
号
）
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
懲
戒
の
処
分
が
行
わ
れ
な
か
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
当
該
職
員
に
そ
の
責
任
を
自
覚
さ
せ
、
今
後
の
職
務
履
行

等
の
改
善
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
館
長
は
、
当

該
職
員
に
対
し
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
指
導
監
督
上
の
措
置
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

当
該
職
員
の
非
違
行
為
が
比
較
的
重
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合 

訓
告 

二 

当
該
職
員
の
非
違
行
為
が
前
号
に
規
定
す
る
訓
告
を
行
う
ま
で
に
至
ら

な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合 

厳
重
注
意 

（
訓
告
等
の
手
続
） 

第
三
条 

訓
告
等
は
、
訓
告
の
場
合
に
あ
っ
て
は
訓
告
書
（
様
式
第
一
）
を
、

厳
重
注
意
の
場
合
に
あ
っ
て
は
厳
重
注
意
書
（
様
式
第
二
）
を
当
該
非
違
行

為
を
行
っ
た
職
員
に
交
付
し
、
か
つ
、
館
長
又
は
そ
の
指
示
を
受
け
た
職
員

が
そ
れ
ら
の
内
容
を
口
頭
で
申
し
渡
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
や

む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
口
頭
で
の
申
渡
し
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 
 

 

附 

則 

抄 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



（様式第１） 

 

訓 告 書 
 

所属 

官職 

氏名 

 

（非違行為の内容） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

国立国会図書館職員に対する訓告等の措置に関する内規第２条

第１号により、訓告する。 

 
 

    年  月  日 

 

国立国会図書館長   氏 名      印 

 



（様式第２） 

 

厳 重 注 意 書 
 

所属 

官職 

氏名 

 

（非違行為の内容） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

国立国会図書館職員に対する訓告等の措置に関する内規第２条

第２号により、厳重に注意する。 

 
 

    年  月  日 

 

国立国会図書館長   氏 名      印 

 


